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1. はじめに 
今までの学習支援システムは，小学生から大

学生までの若い年齢層を対象にした研究と応用

が主流で，高齢者向けの事例は少ない．若い学

習者は，学習支援の ICT ツール自体に関する知
識・スキルが既に身についているか，あるいは

それを学習するコストが低いと見られているた

め，学習支援システムのインタフェース(UI)開発
に関する研究事例も少ない．高齢者などパソコ

ンが得意でない者について配慮する必要がある．

使いやすい UI は，利用者のモチベーション向上
にも深い関係がある． 
高齢者向け UI は，高齢者の視覚・記憶力の衰
退などを[1]考慮し，操作の負担を抑える[2][3]よ
うに設計する必要がある．本研究は，見やすさ，

操作の簡単さなど共通している要素を考慮する

だけでなく，学習のシナリオによって機能性を

絞り込み，タブレットで直感的操作できるよう

なデザインの上，さらに，複数デバイスの利用

により機能を分散し，情報表示の階層数と操作

の複雑度を削減して，利用者の不安感・抵抗感

を解消できる取り組みを提案する． 
 

2. インタフェースの提案 
UI 開発に先立ち，情報機器利用状況の把握な
どのために，2018年 8月 6日に 4名の高齢者に対
する予備ヒアリング調査を行った．参加者がタ

ブレットを実際に操作する様子を観察し，アン

ケートとインタビューで高齢者が不安になる状

況や，操作の好みなどの情報を収集した． 
それに対し，ユーザの不安感・抵抗感解消と

操作負荷減軽に着目して，連動した 2台のタブレ
ットでより直感的に操作できる UI を提案・設計
した．具体的には，図 1に示したように，連動し
た 2つの画面の主画面を教材閲覧専用に固定し，
定めた位置で教材ページを常に表示した．副画

面は，教材のプレビューと進捗状況及びページ

中のメモを表示し，テキスト編集などの操作が

できようにした．このようなデザインにより，

画面の頻繁な切り替え及び，階層数が多い画面

や操作など，高齢者の不安感・抵抗感を起こし

やすい場合を回避できる．利用者の操作は，タ

ッチペンが主要な手段を想定し，マーカ・メモ

などの入力が直感的にできる．それ以外，ボタ

ンなどの UI 要素の位置・大きさ・色遣い・提示，
及び連動した画面の対応関係等も，確実に利用

者の操作にフィードバックできるように設計し

た． 
 
3. プロトタイプの開発 
提案した UI を評価・検証するために，実際に
タブレットで操作できるプロトタイプを開発し

た．汎用性と拡張性を考慮し，クロスプラット

フォーム環境（Ionic Framework v3.9.2 を使用する）
で，UI プロトタイプを実装した．プロトタイプ
のシステム構成は，図 2で示す．タブレット間の
連動は，アマゾンウェブサービス（AWS）で構
築したサーバ経由で，WebSocket による双方向通
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図 1	 デュアルタブレット UIのデザイン	
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信で実現した．連動した 2つのタブレットのいず
れの画面での操作と入力は，即時 2つの画面で反
映する．タブレット間の通信以外，入力したコ

ンテンツの管理と操作ログの記録も，サーバで

行う．実験中では，UI プロトタイプが HUAWEI 
MediaPad M3 Lite 10 (Android 7.0) で実装した． 
 
4. ヒアリング調査による評価 

UI プロトタイプを評価・検証するため，2018
年 10月 16日に 8名の高齢者に対するヒアリング
調査を行った．参加者は，UI プロトタイプを利
用して，タブレットで教材を閲覧し，マーカ・

メモ記入などの機能を実際に操作した後，参加

者による主観的評価を実施した．同時に，操作

のイベントログ及び手元の動作の録画など客観

的データも記録した．調査中，ほとんどの参加

者は，詳しい説明をしなくても，プロトタイプ

の主な機能を利用することができた． 
ヒアリング調査の後，操作ログと録画データ

から，参加者が困ったところとその要因を集計

し，UI デザインの問題点を抽出した．図 3 に示
したように，トラブルが起こった操作のタイプ

と回数の割合から，長押しなど直感で理解しづ

らい操作，及び閲覧や編集状態が分かりづらい

場合など，参加者にとって も引っ掛かりやす

い問題点を特定できた．抽出した問題点を具体

化して，それらに対する対策を確立し，UI プロ
トタイプの改良を行っている．特に，長押し操

作の回避，より直感的なマーカ入力と削除，及

び編集状態等の提示を優先的に実装している． 
	 UI プロトタイプ自身の問題点以外には，タブ
レットのシステムボタンの誤操作，テキストの

手書き入力とキーボード入力の好みなど，高齢

者向け学習支援システムの開発に注意すべき事

項も発見した．これらについても，次のプロト

タイプにできる限り対応する必要がある． 
 
5. 考察 
本研究では、高齢者の負担を抑えるようなデ

ュアルタブレット UI を提案した。操作性を改善
したプロトタイプは，これからのヒアリング調

査で評価・検証して，継続的な改良を予定して

いる．現時点のプロトタイプはタブレット２台

で利用するが，クロスプラットフォーム開発に

より，異なる型の端末を連動して利用すること

も可能であるため，拡張性と柔軟性が良い学習

支援システムの開発に貢献できると考えられる． 
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(1)困ったところと実験中の回数の割合	

	
(2)	困った要因と実験中の回数の割合	

図 3	 UIプロトタイプのシステム構成	
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図 2	 UIプロトタイプのシステム構成	
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